
応
元
年
（
一
二
七
八
）
に
生
ま
れ
、
貞
和
三
年
八
月
十
六
日
（
一
三
四
七
）

伝
灯
広
録
」
「
栄
海
僧
正
一
代
記
』
、
「
本
朝
高
僧
伝
』
な
ど
に
そ
の
略
歴
が

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
醍
醐
寺
に
入
山
後
、
師
の
聖
済
に
つ
い
て

勧
修
寺
慈
尊
院
を
拠
点
に
活
躍
し
、
神
護
寺
の
別
当
な
ど
を
歴
任
、
貞
和
元

年
（
一
三
四
五
）
に
は
真
言
宗
の
最
も
重
要
な
役
職
で
あ
る
第
百
二
十
一
代

東
寺
一
長
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
い
た
栄
海
の
付
法
の
弟

子
の
顔
ぶ
れ
は
華
や
か
で
、
「
野
沢
血
脈
譜
」
を
み
る
と
、
東
寺
観
智
院
を

つ
く
っ
た
杲
宝
ら
の
他
に
、
勧
修
寺
長
吏
寛
胤
法
親
王
や
、
南
朝
の
後
醍
醐

天
皇
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
栄
海
は
北
朝
の
光
明
天
皇
や
鎌
倉

に
七
十
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

や
室
町
の
武
家
政
権
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

著
書
も
「
傭
避
羅
紗
」
な
ど
真
言
小
野
流
の
事
相
・
教
相
に
関
す
る
も
の
が

多
数
あ
る
他
、
伝
記
集
の
『
真
言
伝
』
の
作
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
ざ

栄
海
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
真
言
僧
で
、

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

は
じ
め
に

貞
和
二
年
題
未
詳
議
式
を
中
心
に
Ｉ

『
十
六
日
（
一
三
四
七
）

『
東
寺
長
者
補
任
」
「
後

正

著
作
に
関
し
て
文
学
の
側
か
ら
は
「
真
言
伝
」
に
つ
い
て
、
美
術
史
の
側
か

ら
は
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近

ら
に
勅
撰
集
に
も
和
歌
が
三
首
採
ら
れ
、
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
と
い
う

歌
仙
絵
を
編
纂
す
る
な
ど
、
歌
僧
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
栄
海
の

年
、
佐
藤
愛
弓
氏
ら
に
よ
っ
て
新
た
な
資
料
に
基
づ
き
、（１
）

含
め
よ
り
詳
細
な
栄
海
像
が
次
々
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
以
上
の
先
行
研
究
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
栄
海
の
聖
徳
太
子
に
関

す
る
著
述
を
み
て
い
く
。
聖
徳
太
子
は
『
真
言
伝
」
で
二
箇
所
程
登
場
す
る

他
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
題
未
詳
講
式
の
第
三
段
、
貞
和
三
年
（
’

三
四
七
）
の
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
等
に
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す

べ
き
は
、
佐
藤
愛
弓
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
が
な
さ
れ
た
題
未
詳
講
式
で
あ

（
２
）

り
、
五
段
構
成
の
う
ち
の
第
三
段
が
太
子
讃
嘆
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
式

こ
と
で
、
栄
海
の
太
子
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

の
語
句
や
本
尊
の
画
像
的
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
調
べ
て
他
の
著
作
と
比
較
す
る

本
多
潤
子

歴
史
的
な
観
点
も

四
一



寺
の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
成
立
「
聖
徳
太
子
摂
政
・
達
磨
大
師
像
」
の

東
博
本
で
よ
り
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
が
童
形
太
子
像
の
存
在
で
あ

こ
の
和
歌
は
片
岡
山
説
話
と
い
う
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
（
以
下
、
『
伝
暦
」
と

略
す
）
推
古
廿
一
年
条
の
事
跡
が
背
景
に
あ
る
。
太
子
四
十
二
歳
の
時
の
出

来
事
で
「
伝
暦
』
や
『
拾
遺
和
歌
集
」
な
ど
で
は
、
こ
の
和
歌
を
詠
ん
だ
の

首
目
の
達
磨
和
尚
の
肖
像
と
そ
の
和
歌
、

き
特
徴
の
一
つ
と
し
て
は
、
〈
図
１
．
束
博
本
断
簡
〉
と
し
て
示
し
た
、

る
。
太
子
の
一
生
を
描
い
た
各
種
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」

は
達
磨
で
は
な
く
飢
人
と
さ
れ
て
い
る
。

南
北
朝
期
の
肖
像
画
付
き
の
断
簡
が
最
古
と
さ
れ
て
い
る
。

存
す
る
も
の
と
し
て
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財

で
は
太
子
は
成
人
の
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、

関
し
て
は
美
術
史
の
分
野
を
中
心
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

六
歌
仙
図
」
断
簡
（
以
下
、
東
博
本
と
略
す
）
の
他
、
諸
家
へ
分
蔵
さ
れ
た

を
集
め
た
歌
仙
絵
で
あ
る
。
序
に
よ
る
と
貞
和
三
年
の
成
立
で
、
和
歌
だ
け

教
三
十
六
歌
仙
絵
』
で
あ
る
。
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
は
栄
海
の
撰
に
よ

の
次
に
、

る
、

で
は
な
く
歌
仙
の
肖
像
も
当
初
か
ら
の
構
想
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
の
登
場
す
る
作
品
で
、
従
来
注
目
を
集
め
て
き
た
の
が
、
「
釈

伊
か
る
か
や
富
の
小
河
の
た
え
は
こ
そ
我
大
君
の
御
名
を
わ
す
れ
め

仏
教
先
徳
者
三
十
六
人
の
和
歌
と
そ
れ
に
付
随
す
る
三
十
七
人
の
肖
像

童
形
の
聖
徳
太
子
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
の
聖
徳
太
子
像

さ
ら
に

太
子
絵
伝
」
の
片
岡
山
の
場
面

こ
の
和
歌
を
画
賛
に
持
つ
達
磨

こ
の
和
歌
を
詠
ん
だ
の

「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」

こ
の
東
博
本
に

「
釈
教
三
十

注
目
す
べ

現

像
一

現
在
に
至
る
ま
で
そ
れ
に
対
す
る
反
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
具
体

（
５
）

的
な
太
子
像
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
土
屋
貴
裕
氏
に
よ
っ
て
、
「
廟
堀
太
子

と
、

る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

質
上
、
太
子
像
を
添
景
的
に
描
き
加
へ
た
も
の

（
４
）

と
し
、
森
暢
氏
も

を
一
首
目
の
達
磨
和
尚
部
分
の
付
属
と
す
る
か
独
立
し
た
第
二
首
目
で
あ
つ

（
３
｝

た
と
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
梅
津
次
郎
氏
は
、

博
本
に
太
子
の
和
歌
は
無
く
、

六
首
三
十
七
像
と
い
う
非
常
に
特
殊
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

太
子
も
成
人
の
摂
政
像
で
あ
る
。

で
、
一
首
の
和
歌
に
二
人
の
肖
像
が
描
か
れ
、
歌
仙
絵
全
体
と
し
て
も
三
十

つ
つ
も
東
博
本
で
は
童
形
で
描
い
て
お
り
、

栄
海
の
著
作
は
多
数
あ
り
、

こ
の
聖
徳
太
子
部
分
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
、

と
い
う
津
田
徹
英
氏
の
提
唱
す
る
太
子

達
磨
和
尚
と
聖
徳
太
子
と
を
合
わ
せ
て

撰
者
は
も
と
ノ
ー
太
子
を
歌
仙
の
一
人
に
加
へ
ず
、
こ
の
問
答
歌
の
性

と
も
に
太
子
の
和
歌
は
元
か
ら
な
い
と
い
う
見
解
で

そ
の
内
容
に
は
両
者
の
間
に
お
け
る
仏
教
上
の
説
話
が
重
ん
じ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
、

二
栄
海
の
著
述
に
お
け
る
聖
徳
太
子

太
子
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
著
作
が
今
後
新

こ
こ
に
太
子
の
像
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

そ
れ
を
同
じ
説
話
の
贈
答
歌
を
題
材
に
し

像
の
系
統
に
連
な
る
も
の
で
あ

注
目
に
値
す
る
。
そ
も
そ
も
東

歌
仙
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
致
し
て
お
り
、

ま
ず
太
子
図

四
＝
￣



た
に
紹
介
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
真
言
伝
」
と
貞
和
二
年

の
『
題
未
詳
講
式
」
の
二
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
『
真
言
伝
』
は
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
、
栄
海
が
四
十
七
歳
の
頃

の
肱
文
が
残
る
作
品
で
、
天
竺
・
晨
日
一
・
本
朝
の
三
国
に
わ
た
る
仏
教
奇
瑞

讃
を
集
め
た
伝
記
集
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
は
三
国
の
僧
侶

だ
け
で
は
な
く
、
天
皇
や
女
性
な
ど
聖
俗
問
わ
ず
幅
広
く
、
そ
の
信
仰
に
ょ

り
神
秘
的
な
出
来
事
を
体
験
し
た
人
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

っ
て
書
か
れ
た
仏
教
伝
記
集
『
元
亨
釈
書
』
に
太
子
の
条
が
あ
っ
て
太
子
伝

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
考
え
る
と
、
太
子
に
特
化
し
た
記
事
が
無
い
事
は

注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
真
言
伝
』
の
わ
ず
か
な
太
子
の
記
述
を

（
６
）

み
る
と
、

巻
三
・
慈
覚
大
師
円
仁

夢
ノ
中
二
達
磨
寳
志
等
ノ
和
尚
。
南
岳
天
台
六
柤
等
ノ
大
師
。
本
国
ノ

聖
徳
太
子
。
行
基
菩
薩
及
先
師
ト
モ
ニ
来
リ
語
テ
云
・

巻
四
・
聖
宝

或
説
。
此
僧
正
日
本
三
生
ノ
権
者
也
。
初
生
ハ
聖
徳
太
子
天
王
寺
ヲ
造

リ
テ
。
初
テ
此
朝
二
仏
法
ヲ
拡
・

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
栄
海
は
太
子
を
日
本
に
初
め
て
仏
教
を
広

め
た
、
仏
教
先
徳
者
の
中
の
一
人
と
し
て
み
て
い
る
事
が
分
か
る
。
こ
の
、

「
真
言
伝
』
の
聖
徳
太
子
の
記
述
に
関
し
て
は
、
他
の
文
献
に
同
様
の
記
事

の
聖
寳
の
条
に
名
前
が
登
場
す
る
の
み
で
太
子
の
条
は
な
い
。
当
時
の
太
子

信
仰
の
高
ま
り
や
、
同
時
代
の
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
虎
関
師
錬
に
ょ

『
真
言
伝
』
で
は
、
聖
徳
太
子
は
巻
三
慈
覚
大
師
円
仁
の
条
、

た
だ
、
こ
の

そ
し
て
巻
四

伝
」
な
ど
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
。
巻
四
の
聖
宝
の
太
子
後
身
説
も
『
東
大

寺
要
録
』
な
ど
多
く
の
文
献
に
記
さ
れ
た
有
名
な
話
で
あ
る
。

一
方
、
貞
和
二
年
、
栄
海
六
十
八
歳
の
「
題
未
詳
講
式
」
に
な
る
と
、
よ

り
詳
細
な
太
子
に
特
化
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
講
式
と
は
漢
文
体
で
書
か

れ
た
佛
教
法
会
の
次
第
書
で
、
貞
和
二
年
の
題
未
詳
講
式
に
関
し
て
は
、
佐

藤
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
段
構
成
の
講
式
の

な
っ
た
時
の
夢
に
太
子
を
含
め
た
仏
教
先
徳
者
が
顕
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る

第
三
段
聖
徳
太
子
讃
嘆
、
第
四
段
八
幡
大
菩
薩
讃
嘆
、
第
五
段
回
向
発
願
、

奥
書
部
分
が
、
勧
修
寺
聖
教
内
の
六
紙
張
り
合
わ
せ
た
書
簡
の
第
一
紙
か
ら

が
､

が
あ
る
。
巻
三
の
記
事
は
円
仁
が
入
唐
後
、
会
昌
の
破
仏
で
帰
国
が
困
難
に

て
い
る
。
こ
の
奥
書
や
第
四

仰
集
団
に
属
す
る
人
物
の
、

第
四
紙
ま
で
に
残
さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
氏
は
こ
れ
を
栄
海
自
筆
の
草
稿
と
し

来
世
へ
の
願
い
を
栄
海
が
そ
の
意
向
を
受
け
て
表
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。

全
文
を
あ
げ
た
。
前
述
の
佐
藤
愛
弓
氏
に
よ
る
翻
刻
を
元
と
し
、
番
号
と
改

行
は
私
意
に
よ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
・
墨
滅
部
分
は
省
略
し
、
［
｝
内
は
補
入
を
表

観
を
う
か
が
う
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
題
未
詳
講
式
第
三
段
の

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
講
式
は
法
会
に
使
わ
れ
る
た
め
、
そ

の
法
会
の
本
尊
と
な
る
画
像
の
存
在
が
推
測
で
き
、
『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」

こ
の
作
品
は
第
一
章
で
あ
げ
た
『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
を
編
纂
し
た
前
年

で
も
問
題
と
な
っ
た
画
像
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
考
察
も
含
め
、

の
作
品
で
、

こ
こ
で
太
子
と
と
も
に
円
仁
の
夢
に
登
場
す
る
人
物
は
、

第
三
段
の
太
子
讃
嘆
部
分
に
は
晩
年
の
共
通
し
た
太
子
観
が
示

信
仰
の
対
象
で
あ
る
太
子
や
八
幡
へ
の
讃
嘆
、

五
段
な
ど
か
ら
こ
の
講
式
は
栄
海
と
同
じ
信

栄
海
の
太
子

「
慈
覚
大
師

四
四



簡
単
に
内
容
を
み
て
い
く
と
、
①
で
は
太
子
の
本
地
と
垂
迩
を
表
し
、
②

か
ら
⑥
で
は
太
子
の
事
跡
を
並
べ
、
⑦
で
再
び
垂
迩
と
本
地
を
対
に
し
て
賛

し
、
虫
食
い
に
よ
る
欠
字
部
分
は
国
で
表
示
し
た
。

或
乗
青
龍
車
入
李
唐

④
亀
井
水
出
難
波
津
之
古
寺
濯
塵
垢

鷲
嶺
風
扇
大
八
州
之
虚
空
擁
雲
譽

⑤
蓋
是
晨
旦
即
以
白
馬
寺
為
法
流
之
濫
鵤

吾
朝
亦
以
斑
鳩
宮
、
為
佛
乗
之
国
輪
［
者
也
］

⑥
況
亦
十
七
條
憲
法

流
徳
化
於
四
海

六
十
余
州
黎
元
載
供
恩
於
一
天
乎

⑦
誠
是
可
仰
者
上
官
太
子

可
帰
者
救
世
大
士
也

⑧
佃
謂
日
羅
法
師
之
讃
嘆

致
露
艫
態
勉
之
敬
礼

頌
日
敬
礼
救
世
観
世
音
、
熟
酋
嵐

③
或
御
黒
駒
駕
凌
国
天

第
三
仰
聖
徳
太
子
者

①
太
子
者
救
世
観
音
之
化
身

用
明
天
皇
之
聖
胤
也

②
為
東
土
佛
法
之
元
始
罰
守
屋
逆
臣

稲
南
岳
大
師
之
再
誕
持
衡

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

持
衡
山
妙
経

向
発
願
の
段
で
し
め
る
と
い
う
同
じ
様
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

所
用
の
作
品
で
あ
る
。
「
聖
徳
太
子
全
集
』
所
収
の
太
子
講
式
で
は
、
叡
尊

の
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
成
立
の
『
聖
徳
太
子
講
式
」
が
栄
海
の
修
行
し

た
醍
醐
寺
で
室
町
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
太
子
講
式
の
具
体
的

な
内
容
に
関
し
て
は
、
慈
円
の
講
式
を
例
に
あ
げ
る
と
、
第
一
段
が
発
願
旨

趣
、
第
二
段
が
過
去
益
物
、
第
三
段
が
現
在
益
物
、
第
四
段
が
未
来
益
物
、

第
五
段
が
回
向
発
願
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
講
式
も
三
段
、
も

し
く
は
五
段
構
成
で
、
「
伝
暦
』
の
事
跡
を
中
心
に
太
子
の
徳
行
を
讃
え
て
、
回

介
さ
れ
て
い
る
太
子
講
式
の
中
で
は
最
も
古
い
作
例
で
、

多
賀
宗
隼
氏
や
川
岸
宏
教
氏
の
論
文
に
全
文
の
翻
刻
が
載
っ
て
い
る
慈
円
の

「
皇
太
子
五
段
歎
徳
」
が
あ
麺
・
こ
の
慈
円
の
太
子
講
式
は
、
現
時
点
で
紹

後
に
石
田
茂
作
氏
に
よ
っ
て
「
聖
徳
太
子
全
集
第
五
巻
』
に
再
録
さ
れ
た
太

（
７
）

子
講
式
十
一
二
種
と
、
大
久
保
好
氏
の
「
聖
徳
皇
太
子
御
伝
」
に
収
録
さ
れ
、

翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
太
子
講
式
と
し
て
は
、
大
屋
徳
城
氏
が
翻
刻
を
行
い
、

嘆
し
、
最
後
の
⑧
で
伽
陀
に
つ
い
て
の
前
置
き
と
伽
陀
（
二
句
目
以
降
は
省

略
さ
れ
て
い
る
）
、
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
続
く
第
四
・
五
段
と
比

べ
る
と
、
対
句
が
徹
底
し
た
構
成
で
、
墨
滅
や
補
入
が
少
な
い
。
あ
る
い
は

栄
海
は
、
太
子
賛
嘆
文
に
つ
い
て
は
、
本
講
式
の
作
成
依
頼
の
前
か
ら
構
想

を
練
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

聖
徳
太
子
を
讃
嘆
す
る
講
式
は
、
栄
海
の
講
式
の
他
に
も
多
く
存
在
す
る
。

三
貞
和
二
年
題
未
詳
講
式
第
三
段
と
各
種
太
子
講
式

四
天
王
寺
聖
霊
院

四
五



大
子
講
式
の
全
体
的
な
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
は
守
屋
合
戦
や
、
四
天

王
寺
の
重
視
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
叡
尊
の
『
聖
徳
太
子
講
式
」
で
「
案
二
四

天
王
寺
縁
起
一
云
」
と
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
よ
う
に
、
太

の
特
徴
と
し
て
は
、
誕
生
か
ら
幼
年
期
ま
で
の
事
績
の
重
視
が
指
摘
で
き
る
。

多
く
の
太
子
講
式
が
、
「
伝
暦
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
太
子
託
胎
か
ら
誕
生
、

そ
し
て
二
歳
か
ら
六
歳
頃
ま
で
の
奇
瑞
讃
を
垂
迦
の
功
徳
を
讃
嘆
す
る
段
に

配
し
て
い
る
。

子
作
と
さ
れ
た
四
天
王
寺
縁
起
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

と
し
て
は
、
と
も
に
取
り
上
暉

縁
起
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
、

式
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
事
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
章
で
あ
げ
た
栄
海
の

講
式
本
文
の
②
前
半
部
は
「
罰
守
屋
逆
臣
」
と
、
「
伝
暦
』
用
明
二
年
の
桑

在
翻
刻
の
な
さ
れ
て
い
る
多
く
の
太
子
講
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
跡
で
あ

る
。
他
の
太
子
講
式
で
は
、
栄
海
の
講
式
に
比
べ
る
と
、
太
子
十
四
歳
時
の

守
屋
の
堂
塔
・
仏
像
破
壊
の
場
面
も
含
め
、
よ
り
詳
し
い
記
述
で
表
現
さ
れ

て
い
る
。「
上
官
太
子
講
式
」
（
三
段
）
顕
真

守
屋
臣
深
含
逆
心
段
壊
仏
像
、
流
妄
難
波
焚
焼
経
巻
欲
同
灰
儘
、
太

子
悲
泣
欲
撃
守
屋
、
發
誓
願
刻
四
天
王
像
、
今
放
四
王
箭
、
不
空
中

守
屋
胸
、
倒
首
堕
地
、
即
造
四
天
王
寺
安
置
天
王
像
、

『
聖
徳
太
子
講
式
』
（
三
段
）
勝
林
院
写
本
・
室
町
期

の
秋
七
月
の
守
屋
合
戦
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、

次
に
こ
れ
ら
の
太
子
講
式
と
栄
海
の
講
式
の
太
子
部
分
に
共
通
す
る
傾
向

と
も
に
取
り
上
げ
る
事
跡
が
『
伝
暦
」
や
「
四
天
王
寺
御
手
印

栄
海
が
取
り
上
げ
た
事
跡
群
は
他
の
太
子
講

広
暦
』
用
明
二
年
の
条

こ
の
守
屋
合
戦
は
、
現

る
よ
う
に
、
太

ま
た
も
う
一
つ

為
破
佛
家
怨
敵
、
先
誌
守
屋
逆
臣
、

『
聖
徳
太
子
講
式
」
（
三
段
）
叡
尊
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

起
祈
請
於
向
天
、
以
勵
軍
兵
、
擬
弓
箭
於
定
慧
、
以
詐
逆
臣
。

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
五
段
）
法
隆
寺
写
本
・
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

即
太
子
生
年
十
五
、
擬
討
守
屋
時
、
自
惟
日
、
非
願
難
済
乃
命
軍
允

秦
川
勝
取
白
膠
木
、
作
四
天
王
像
、
置
於
頂
髪
而
發
願
日
、
今
使
我

勝
敵
萠
必
奉
為
護
世
四
天
王
、
起
立
寺
塔
、
天
神
加
力
遂
願
、
仏
法

振
威
、
弘
世
、

「
聖
徳
太
子
讃
嘆
式
」
（
五
段
）
法
隆
寺
・
大
覚
寺
写
本
・
室
町
期

守
屋
大
連
違
逆
之
時
、
仰
三
賓
之
冥
助
、
頓
四
天
王
威
力
、
官
軍
－

進
、
逆
徒
永
亡
、

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
五
段
）
成
立
年
不
明

太
子
持
戒
之
餘
、
守
屋
中
弓
箭
、
對
治
之
重
罪
興
隆
大
善
也

『
聖
徳
太
子
講
式
」
（
五
段
）
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
成
立

降
伏
守
屋
邪
見
、
従
顕
佛
法
威
徳
以
来
、

「
聖
徳
太
子
講
式
』
（
六
段
）
存
覚
（
一
二
九
○
～
一
三
七
二
）

守
屋
逆
臣
乱
政
以
定
慧
之
弓
箭
詠
之

「
聖
徳
太
子
生
身
供
式
」
保
安
二
年
（
二
二
一
）
成
立

然
則
依
慈
悲
誓
願
之
力
、
速
破
邪
見
伏
守
屋
之
逆
臣
、

こ
の
守
屋
合
戦
は
、
「
日
本
書
紀
」
な
ど
初
期
の
太
子
伝
か
ら
記
事
が
あ
り
、

「
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
」
と
い
う
太
子
の
親
筆
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い

（
９
）

た
書
に
も

繭
時
物
部
弓
削
守
屋
臣
。
深
含
邪
心
。
焼
亡
寺
塔
。
滅
亡
仏
経
。
富
子

四
六



講
式
の
特
徴
は
、
同
じ
事
跡
を
扱
い
な
が
ら
も
、
配
列
が
大
き
く
異
な
る
事

そ
れ
も
こ
の
守
屋
合
戦
を
契
機
と
す
る
四
天
王
寺
建
立
で
あ
る
。

栄
海
の
講
式
の
他
の
事
跡
、
⑥
の
十
七
條
憲
法
の
制
定
や
、
③
の
日
羅
の

礼
拝
な
ど
に
関
し
て
も
多
く
の
太
子
講
式
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
③
後

半
部
分
で
は
、

頌
日
敬
礼
救
世
観
世
音
、
国
国
璽

と
、
最
後
の
伽
陀
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
他
の
講
式
の
伽
陀
で
第
一
句

目
が
同
じ
で
あ
る
も
の
が
、

敬
禮
救
世
観
世
音
傳
燈
東
方
粟
散
王

従
於
西
方
来
誕
生
開
演
妙
法
度
衆
生

で
あ
る
。
こ
れ
も
翻
刻
の
な
さ
れ
て
い
る
ほ
ぼ
全
て
の
太
子
講
式
に
あ
る
、

一
般
的
な
太
子
講
式
の
伽
陀
で
あ
る
。
太
子
を
救
世
観
音
と
し
て
讃
え
る
も

の
で
、
数
種
類
あ
る
太
子
関
連
の
伽
陀
の
中
で
も
、
講
式
全
体
に
か
か
る
総

礼
伽
陀
と
し
て
用
い
ら
れ
る
事
が
多
い
。

海
の
『
真
言
伝
』
聖
宝
条
で
太
子
の
業
績
と
し
て
一
例
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

斯
時
。
仏
法
将
滅
。
悲
泣
襖
悩
。
奏
聞
陛
下
。
発
起
軍
兵
。
討
伐
彼
守

屋
臣
。
定
弓
和
順
慧
箭
。
遠
逸
中
逆
臣
胸
。
遂
以
落
地

と
、
具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
栄
海
と
同
時
代
の
禅
僧
虎
関
師
錬

の
「
元
亨
釈
書
」
で
も
巻
十
五
、
二
十
、
二
十
八
の
三
箇
所
で
守
屋
合
戦
に

関
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
合
戦
後
に
四
天
王
寺
な
ど
の
諸
寺
が
建
立
さ
れ

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
事
な
ど
か
ら
、
こ
の
守
屋
合
戦
は
仏
法
興
隆
の
礎
と

な
っ
て
い
る
事
跡
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
栄
海
の
講
式
と
他
の
太
子
講
式
と
の
共
通
点
で
あ
る
が
、

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

前
述
の
栄

栄
海
の

が
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
②
か
ら
⑥
の
事
跡
配
列
部
分
で
は
仏
教

伝
来
の
三
国
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

③
。
⑤
で
は
本
朝
と
晨
旦
で
の
事
跡
、
④
で
は
本
朝
と
天
竺
の
事
跡
が
対
句

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
⑥
で
は
他
の
国
と
の
対
句
と
し
て
い
な
い
が
六
十

余
州
と
い
う
本
朝
の
別
号
が
登
場
し
、
四
海
、
一
天
と
世
界
を
広
く
示
す
語

本
で
の
事
跡
で
後
半
が
晨
旦
で
の
事
跡
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

と
さ
れ
、

・
晨
旦
②
衛
山
③
李
唐
⑤
晨
旦
・
白
馬
寺

・
本
朝
②
東
土
④
難
波
津
之
古
寺
・
大
人
州
⑤
吾
朝
・
斑
鳩
宮
⑥

六
十
余
州

こ
れ
を
み
る
と
、
太
子
の
事
跡
を
並
べ
て
讃
嘆
し
た
本
文
②
か
ら
⑥
ま
で

の
箇
所
全
て
で
何
ら
か
の
三
国
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
④

の
天
竺
の
鷲
嶺
は
、
「
梁
塵
秘
抄
」
「
雑
法
文
歌
」
で

鷲
の
行
な
ふ
深
山
よ
り
聖
徳
太
子
ぞ
出
で
給
ふ

栄
海
の
講
式
の
第
三
段
に
は
、
天
竺
・
晨
日
一
・
日
本
の
三
国
を
意
識
し
た

語
句
が
多
く
み
ら
れ
る
。

・
天
竺
④
鷲
嶺

で
各
事
跡
に
新
た
な
意
義
付
け
を
行
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
次
に
そ
の
特
徴

の
具
体
的
な
内
容
を
見
て
い
く
。

さ
ら
に
③
に
は
本
朝
に
関
す
る
語
句
が
な
い
が
、
こ
の
箇
所
は
前
半
が
日

②
③
も
太
子
の
前
身
南
岳
慧
思
関
連
の
事
跡
で
あ
る
。

四
貞
和
二
年
題
未
詳
講
式
の
特
徴

栄
海
は
こ
の
部
分
で

四
七

②
●



嘆
す
る
、
と
い
う
手
法
を
意
識
的
に
選
択
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
三
国
に
関
す
る
記
述
は
他
の
太
子
講
式
で
は
あ
ま
り
見

は
太
子
の
徳
の
及
ん
で
い
る
時
空
間
の
広
さ
を
示
す
事
に
ょ
っ

円
の
「
皇
太
子
五
段
歎
徳
」
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で

漢
土
数
十
之
化
身
専
過
去
之
功
徳
也

な
ど
、
太
子
の
前
世
認
と
し
て
の
扱
い
で
あ
り
、
第
二
段
で
前
世
に
関
わ
る

事
跡
を
述
べ
、
第
三
段
で
本
朝
に
用
明
天
皇
の
王
子
と
し
て
誕
生
し
た
後
の

事
跡
を
年
代
順
に
並
べ
て
讃
え
る
な
ど
、
前
世
讃
と
し
て
の
他
国
で
の
事
跡

と
現
世
讃
と
し
て
の
日
本
で
の
事
跡
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
栄

海
の
講
式
で
は
特
に
、
太
子
讃
嘆
は
一
段
の
み
と
い
う
短
い
本
文
の
中
で
、

ら
れ
な
い
。

半
分
以
上
の
対
句
で
日
本
と
他
国
を
対
に
す
る
な
ど
、

各
種
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
で
は
飢
人
と
し
て
描
か
れ
、
栄
海
も
『
釈
教
三

し
、
太
子
の
事
跡
と
し
て
区
別
は
し
な
い
。

こ
の
特
徴
は
、
第
一
章
に
挙
げ
た
栄
海
の
『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
で
片

岡
山
の
飢
人
を
天
竺
の
達
磨
に
変
え
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。
同
時
代
の
「
元
亨
釈
書
」
で
も
こ
の
片
岡
山
説
話
が
達
磨
伝
に

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
飢
人
Ⅱ
達
磨
が
有
力
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
た
だ

十
六
歌
仙
絵
』
の
序
で

顕
性
成
仏
ノ
フ
カ
キ
心
ヲ
シ
メ
シ

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に
③
部
分
を
み
る
と
一
方
が
実
際
に
太
子
が
実

と
飢
人
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
一
首
目
の
和
歌
に
付
随
し
た
太
子
像
で
は

在
と
さ
れ
る
黒
駒
と
い
う
馬
に
乗
り
、
日
本
で
行
っ
た
事
績
で
あ
る
の
に
対

聖
徳
太
子
ノ
片
岡
山
ノ
ウ
へ
人
ニ
ム
ラ
サ
キ
ノ
衣
給
シ

他
の
太
子
講
式
の
中
で
最
も
三
国
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、

明
確
に
三
国
を
意
識

て
太
子
を
讃

慈

と
し
た
一
因
と
し
て
は
、
時
空
間
を
超
え
天
竺
と
本
朝
を
繋
げ
る
と
い
う
講

式
と
共
通
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
続

く
二
首
目
と
三
首
目
が
、
天
竺
の
菩
提
僧
正
と
大
僧
正
行
基
の
贈
答
歌
で
あ

る
事
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
以
上
か
ら
栄
海
は
、
聖
徳
太
子
を
考
え
る
際
に

は
、
日
本
に
お
け
る
仏
法
の
祖
と
し
て
の
太
子
と
い
う
認
識
以
外
に
、
常
に

「
ム
ラ
サ
キ
ノ
衣
」
と
思
わ
れ
る
布
を
両
手
で
持
っ
て
い
る
姿
で
描
き
、
こ

の
序
の
部
分
と
関
連
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
達
磨
和
尚
の
和
歌

き
た
と
い
う
太
子
の
徳
行
を
重
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仏
法
伝
来
の
三
国
を
意
識
し
て
、

時
系
列
よ
り
も
栄
海
が
重
視
し
て
い
た
事
項
が
あ
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ

る
。
他
の
太
子
講
式
の
事
跡
の
配
列
を
み
る
と
、
多
く
が
各
段
ご
と
に
ほ
ぼ

「
伝
暦
』
の
事
跡
年
代
に
沿
っ
た
並
び
方
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
栄
海
の

次
の
特
徴
と
し
て
、
時
系
列
を
無
視
し
た
事
跡
の
並
べ
方
を
あ
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。
こ
れ
は
三
国
を
意
識
し
た
対
句
表
現
と
い
う
特
徴
を
考
え
れ
ば
、

講
式
で
は
事
跡
は
『
伝
暦
』
・
の
時
系
列
に
は
沿
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
例
と

し
て
前
世
で
は
な
く
太
子
と
し
て
の
事
跡
が
並
ぶ
本
文
の
②
か
ら
③
ま
で
の

と
、
太
子
一
一
一
十
七
歳
前
後
の
衡
山
持
経
識
の
間
に
二
十
七
歳
の
黒
駒
調
が
挟

『
伝
暦
』
に
お
け
る
内
容
と
太
子
の
年
齢
を
み
る
。
②
後
半
と
③
を
み
る
と
、

稲
南
岳
大
師
之
再
誕
持
衡
山
妙
経

或
御
黒
駒
駕
凌
国
天

或
乗
青
龍
車
入
李
唐

三
国
に
お
け
る
仏
教
の
興
隆
に
関
わ
っ
て

四
八



い
る
。
さ
ら
に
画
賛
で
は
な
く
、
図
像
に
目
を
向
け
る
と
、
真
言
系
祖
師
像

を
並
べ
た
こ
の
「
先
徳
図
像
」
の
太
子
像
は
、
栄
海
の
「
釈
教
三
十
六
歌
仙

絵
』
の
太
子
図
と
同
様
、
袈
裟
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

栄
海
は
、
画
賛
も
含
め
、
広
く
太
子
関
連
資
料
か
ら
、
三
国
に
関
わ
る
用
例

を
選
び
取
っ
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

る
画
像
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
講
式
で
は
第
三
段
で
聖
徳
太
子
を
讃
え
て
い

と
、

師
影
』
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
が
、
そ
の
画
賛
の
２
行
目
に
は
、

青
龍
駅
漢
黒
駒
踊
雲

な
事
跡
内
容
か
ら
の
表
現
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
一
例
と
し
て
挙
げ
た
衛
山
持
経
讃
と
黒
駒
讃
と
い
う
組
み

合
わ
せ
の
対
句
表
現
は
、
講
式
以
外
の
作
品
に
目
を
向
け
る
と
、
栄
海
独
自

の
も
の
で
は
な
い
。
〈
図
２
・
先
徳
図
像
…
玄
証
筆
・
承
安
三
年
（
二
七

三
）
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
〉
は
真
言
系
密
教
図
像
集
で
栄
海
が
拠
点
と
し

て
い
た
勧
修
寺
に
も
関
わ
り
の
深
い
「
先
徳
図
像
」
の
聖
徳
太
子
部
分
で
あ

所
へ
行
っ
た
と
い
う
部
分
を
並
べ
て
お
り
、
栄
海
は
時
系
列
よ
り
こ
の
よ
う

る
○

と
い
う
、
と
も
に
太
子
が
特
別
な
乗
り
物
に
の
っ
て
常
人
に
は
不
可
能
な
場

し
、
も
う
一
方
は
夢
の
中
で
魂
を
龍
が
御
す
車
に
乗
せ
て
中
国
ま
で
行
っ
た

次
に
講
式
の
本
尊
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
講
式
に
は
そ
の
本
尊
と
な

衡
山
持
経
譜
と
黒
駒
讃
を
そ
れ
ぞ
れ
太
子
の
乗
物
で
表
し
て
対
に
し
て

同
じ
図
像
集
の
古
写
本
は
醍
醐
寺
に
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
が

五
貞
和
二
年
題
未
詳
請
式
の
画
像
的
イ
メ
ー
ジ

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

「
三
国
祖

す
る
寺
院
な
ど
、
記
述
は
第
四
段
の
ほ
ぼ
半
分
に
及
ん
で
い
る
。

｛
Ⅱ
）

『
真
言
伝
』
の
記
述
に
関
し
て
佐
藤
氏
が
、

容
も
「
互
御
影
三

の
第
四
段
で
八
幡
神
に
つ
い
て
讃
嘆
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
本
文
の
後
半

部
分
で
は
っ
き
り
本
尊
と
な
る
「
互
御
影
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
内

と
あ
り
、

次
に
、

こ
こ
で
は
そ
の
「
真
影
」
が
具
体
的
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
聖
霊
会
で
講
式
が
用
い
ら
れ
た
事
が
分
か
る
。
聖
霊
会
の
本
尊

（
、
）

と
し
て
は
、
『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
」
に
法
隆
寺
の
事
例
と
し
て

勝
林
院
伝
来
の
太
子
講
式
が
あ
る
。

顕
真
影
、
備
供
具
修
講
演
…
（
中
略
）
…
因
之
迎
毎
月
之
忌
辰
、
展
一

座
之
斎
席
、
綴
三
段
式
文
、
折
二
世
之
悉
地

ま
ず
、

る
事
か
ら
、
太
子
像
が
本
尊
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
し
、
『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
で
も
肖
像
は
当
初
か
ら
の
構
想
で
あ
っ

を
多
く
交
え
る
和
漢
混
清
文
の
説
話
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、

か
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

｜
聖
霊
会
御
影
事

十
六
歳
合
戦
之
時
影
像
歎
。
記
云
。
皇
子
年
十
五
六
間
。
束
髪
於
額
。

十
七
八
間
。
分
為
角
子
。
今
亦
然
。
云
々
。
若
非
十
六
歳
比
欺
。

り
、
童
形
の
太
子
像
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

「
真
言
伝
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
説
話
は
そ
の
多
く
が
、
視
覚
的
に
イ

ン
パ
ク
ト
の
強
い
奇
跡
の
場
面
を
有
し
て
お
り
、
『
真
言
伝
」
に
仮
名

他
の
太
子
講
式
で
本
尊
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

栄
海
の
講
式
の
本
尊
に
つ
い
て
推
測
す
る
。

成
立
に
ま
つ
わ
る
弘
法
大
師
の
逸
話
や
そ
の
真
影
を
所
持

栄
海
は
、
こ
の
講
式

四
九

に
仮
名

そ
の
豊

ま
た
、



た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
栄
海
が
図
像
的
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
よ
っ
て
第
三
段
聖
徳
太
子
部
分
に
お
い
て
も
本
文

中
に
何
ら
か
の
本
尊
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
講
式
本
文
の
事
跡
に
お
け
る
太
子
の
年
齢
を
み
る
と
、
全
体
的
に
は
成

人
後
の
事
跡
が
多
い
。
た
だ
、
そ
の
事
跡
に
特
化
し
た
肖
像
が
あ
る
も
の
を

見
る
と
、
画
賛
か
ら
衡
山
持
経
像
と
さ
れ
る
〈
図
３
．
聖
徳
太
子
な
ら
び
に

二
重
子
像
…
鎌
倉
期
・
慈
光
明
院
蔵
〉
や
、
太
子
二
十
七
歳
の
事
跡
を
描
い

た
〈
図
４
．
黒
駒
登
岳
図
…
室
町
期
・
松
崎
阿
弥
陀
堂
〉
な
ど
が
現
存
す
る

太
子
は
童
子
形
で
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

がた
、

像
が
あ
る
が
、

だ
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
と
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
太
子
伝
古
今
目

録
抄
」
に
法
隆
寺
聖
霊
会
の
本
尊
と
し
て
「
十
六
歳
合
戦
之
時
影
像
欺
」
と

あ
る
事
か
ら
、
鎌
倉
期
か
ら
守
屋
合
戦
の
像
と
も
さ
れ
る
童
形
の
太
子
像
が

存
在
し
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
像
が
ど
の
様
な
物
で
あ
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
守
屋
合
戦
に
関
す
る
画
賛
を
持
つ
太
子
図
〈
図
５
．

『
太
子
浄
土
高
僧
図
』
南
北
朝
期
・
勝
蓮
寺
〉
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
子
単
体

の
像
で
は
な
く
、
上
部
に
浄
土
宗
の
祖
師
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
太
子
像
の

脇
の
色
紙
型
二
枚
の
う
ち
の
一
枚
に
は
、

降
伏
守
屋
邪
見
終
顕
仏
法
之
威
徳

と
書
か
れ
て
お
り
、
童
形
の
太
子
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
柄
香
炉

を
持
ち
袈
裟
を
ま
と
う
、
一
般
に
孝
養
太
子
像
と
総
称
さ
れ
る
太
子
像
で
あ

太
子
十
六
歳
の
守
屋
合
戦
に
関
す
る
単
独
の
肖
像
と
し
て
は
、
馬
上
太
子

こ
れ
ら
は
太
子
が
成
人
し
て
か
ら
の
事
績
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

桃
山
時
代
の
も
の
が
現
存
作
品
と
し
て
は
最
古
で
あ
る
。

た

る
。
林
幹
彌
氏
も
、
「
関
東
往
還
記
」

（
吃
】

現
が
な
さ
れ
た
太
子
像
に
つ
い
て
、

の
年
は
ま
た
、
仏
敵
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
し
た
仏
法
興
隆
の
年
で
も
あ
る

の
で
、
そ
の
記
念
像
で
も
あ
る
、
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

と
し
て
お
り
、
守
屋
合
戦
の
太
子
像
と
孝
養
太
子
像
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
な
孝
養
太
子
像
と
重
な
る
事
は
注
目
に
値
す
る
。

さ
ら
に
、
第
三
章
で
少
し
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
講
式
の
一
部
省
略
さ
れ

て
い
る
伽
陀
部
分
が
、

敬
禮
救
世
観
世
音
傳
燈
東
方
粟
散
王

従
於
西
方
来
誕
生
開
演
妙
法
度
衆
生

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
伽
陀
と
同
じ
語
句
を
画
讃
と
し
て
持
つ
、
〈
図
６
．

聖
徳
太
子
童
形
像
…
鎌
倉
期
・
藤
井
有
郷
館
蔵
〉
の
太
子
像
も
童
形
の
孝
養

太
子
像
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
作
品
に
は
、
こ
の
句
を
画
賛
に
持
つ
童
形
の

孝
養
太
子
像
が
多
く
現
存
す
る
。
〈
図
３
〉
で
示
し
た
衛
山
持
経
像
も
、
こ

の
孝
養
太
子
像
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
講
式
本
尊
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
孝

養
太
子
像
の
様
な
童
形
像
を
想
定
す
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
童
形
太
子
像
に
つ
い
て
は
、
津
田
徹
英
氏
に
よ
っ
て
あ
る
共
通（
皿
）

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
津
田
氏
は
こ
の
よ
う
な
太
子
像
を

孝
養
像
と
い
わ
れ
る
、
髪
を
ミ
ズ
ラ
に
結
哨
手
に
柄
香
炉
を
も
つ
、

父
用
明
天
皇
の
病
気
平
癒
祈
願
の
姿
で
あ
る
十
六
歳
像
で
あ
ろ
う
。
こ

特
定
の
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
観
音
を
本
地
と
す
る
垂
迩
形
と
し
て

の
太
子 守
屋
合
戦
は
多
く
の
太
子
講
式
に
共
通
す
る
事
跡
で
、

の
「
仏
法
興
隆
の
大
将
」
と
い
う
表

そ
の
画
像

五
○



を
対
に
し
、

時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
事
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
事
跡
自
体
の

時
系
列
は
重
要
で
は
な
く
な
る
。
④
で
天
竺
の
釈
迦
説
法
の
霊
地
霊
鷲
山
と
、

特
性
と
し
て
三
朝
に
わ
た
る
太
子
の
徳
行
を
選
ん
で
讃
え
て
い
る
事
が
あ
げ

ら
れ
る
。
栄
海
の
講
式
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
三
朝
の
事
跡
重
視
は
太
子
が

「
釈
迦
転
法
輪
所
」
ｓ
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
他
）
と
さ
れ
る
四
天
王
寺

以
上
の
栄
海
の
講
式
の
特
徴
と
、
翌
年
の
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
太
子

部
分
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
太
子
観
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、
講
式
で
は
他
の

太
子
関
連
作
品
に
も
見
ら
れ
る
一
定
の
表
現
の
な
か
に
、
特
に
讃
嘆
す
べ
き

で
あ
り
、
「
三
朝
体
現
の
垂
迩
太
子
像
」
の
表
象
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
中

世
に
お
い
て
は
童
形
に
一
定
の
聖
性
を
見
出
し
て
お
り
、
聖
徳
太
子
像
で
も

童
形
で
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
音
の
垂
迩
で
あ
る
と
い
う
事
を
表
現
し
て

い
た
。
よ
っ
て
栄
海
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
式
の
特
徴
で
述
べ
た
と
お
り
、
太

子
を
讃
嘆
す
る
に
あ
た
っ
て
三
国
に
わ
た
る
太
子
の
転
生
と
そ
の
活
躍
を
重

視
し
、
前
世
讃
を
含
め
た
太
子
の
表
象
と
し
て
、
童
形
を
意
識
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
講
式
の
翌
年
に
栄
海
が
編
纂
し
た
『
釈
教
三
十

六
歌
仙
絵
」
に
お
い
て
も
太
子
は
四
十
二
歳
の
事
跡
に
も
か
か
わ
ら
ず
童
形

で
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
講
式
の
本
尊
の
イ
メ
ー
ジ
も
含
め
、
栄
海
の
心
象

の
中
に
お
け
る
太
子
像
は
ま
さ
し
く
童
形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

六
ま
と
め

⑤
で
晨
旦
の
仏
教
の
始
ま
り
の
場
で
あ
る
白
馬
寺
と
太
子
の
斑

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

太
子
こ
そ
が
時
空
間
を
越
え
て
天
竺
の
達
磨
と
和
歌
を
結
び
つ
け
る
元
と
な

っ
た
存
在
だ
か
ら
で
あ
り
、
仏
法
伝
来
の
三
国
に
太
子
の
存
在
が
要
と
な
っ

み
で
は
な
く
肖
像
も
付
随
さ
せ
る
事
を
当
初
か
ら
想
定
し
て
、
そ
の
絵
画
部

分
に
も
独
自
の
解
釈
を
盛
り
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
釈
教

三
十
六
歌
仙
絵
』
に
和
歌
の
な
い
童
形
の
太
子
像
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、

徴
的
に
表
す
事
が
多
か
っ
た
。
栄
海
は
讃
嘆
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
常
に

画
像
的
イ
メ
ー
ジ
も
重
視
し
て
お
り
、
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
も
和
歌
の

て
い
る
の
だ
と
栄
海
が
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鳩
宮
を
対
に
す
る
な
ど
、
仏
教
史
上
の
重
要
な
時
期
に
は
三
国
を
問
わ
ず
太

子
が
転
生
を
繰
り
返
し
て
登
場
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
事
を
示
す
こ
と
に
よ

っ
て
栄
海
は
太
子
を
讃
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
三
国

に
関
す
る
表
現
を
用
い
る
事
で
、
本
朝
は
仏
教
誕
生
の
地
で
あ
る
天
竺
や
、

先
に
仏
法
が
伝
来
し
て
い
た
晨
旦
に
も
劣
ら
な
い
仏
教
の
霊
地
と
な
る
。
特

に
天
竺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
栄
海
は
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
の
序
に

お
い
て
も

イ
ハ
ン
ヤ
彼
ノ
南
天
ニ
シ
テ
ハ
、
大
日
世
尊
鉄
塔
ノ
ト
ホ
ソ
ヲ
開
キ
給

テ
、
真
ノ
法
ノ
ヒ
ヵ
リ
ヲ
カ
、
ヤ
カ
シ
、
我
国
ニ
シ
テ
ハ
、
ア
マ
テ
ル

ヲ
ン
神
天
ノ
岩
戸
ヲ
出
給
テ
、
ト
コ
ヤ
ミ
ノ
世
ヲ
テ
ラ
シ
絵
フ

と
、
天
照
・
大
日
同
体
説
を
出
し
て
触
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
栄
海
の
三
国
観
の
一
因
と
な
っ
た
の
が
、
聖
徳
太
子
の
存
在

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
太
子
の
時
空
間
を
超
越
し
た
三
朝
性
は
太
子
が
観
音

に
他
な
ら
な
い
事
を
示
す
も
の
で
、
絵
画
化
の
際
に
は
童
形
に
描
く
事
で
象

五
■







注（
１
）
『
真
言
伝
』
に
つ
い
て
の
主
要
論
文

原
田
行
造
「
真
言
伝
小
考
」
「
金
沢
大
学
語
学
文
学
研
究
」
１
９
７

０
．
３

麻
原
美
子
「
『
真
一
一
口
伝
」
を
中
心
と
し
た
僧
伝
の
書
承
の
系
譜
」

『
説
話
５
」
１
９
７
４
．
６

佐
藤
愛
弓
「
真
言
伝
に
お
け
る
仏
法
と
王
法
」
「
唱
導
文
学
研
究
２
』

１
９
９
９
．
２
弓
真
言
伝
」
に
お
け
る
相
応
伝
の
形
成
に
つ
い

て
」
「
唱
導
文
学
研
究
３
」
２
０
０
１
．
２

．
『
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
に
つ
い
て

梅
津
次
郎
「
釈
教
三
十
六
人
歌
仙
図
考
」
「
美
術
研
究
蟹
１
９
３
９

「
騨
教
歌
仙
切
に
就
い
て
－
弘
法
大
師
像
に
寄
せ
て
」
『
大
和
文

華
５
』
１
９
５
２
「
絵
巻
物
残
欠
愛
惜
の
譜
⑫
」
『
日
本
美
術
工

芸
３
２
９
」
１
９
６
６
．
２

森
暢
「
類
似
三
十
六
歌
仙
絵
」
「
歌
合
絵
の
研
究
」
角
川
書
店
１

９
７
０
。
３

佐
藤
愛
弓
「
釈
門
一
一
一
十
六
人
歌
仙
絵
の
構
想
に
つ
い
て
」
「
女
子
大

文
学
国
文
篇
蛆
』
１
９
９
７
．
３
「
慈
尊
院
栄
海
に
お
け
る
宗

教
と
文
学
」
『
中
世
文
学
巴
２
０
０
６
．
６

歌
観
」
『
中
世
仏
教
文
化
の
形
成
と
受
容
の
諸
相
」
２
０
０
７

土
屋
貴
裕
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
と
真
言
僧
栄
海
昌
東
海
仏
教
２

２
０
０
７
．
３
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
に
お
け
る
仏
法
観
と
和

・
栄
海
の
他
の
著
作
に
関
し
て

清
水
宥
聖
「
栄
海
作
「
減
罪
講
式
」
ｌ
解
題
と
翻
刻
」
『
中
世
文
学

の
展
開
と
仏
教
」
２
０
０
Ｏ

佐
藤
愛
弓
「
栄
海
作
「
弘
法
大
師
講
式
』
に
つ
い
て
」
「
唱
導
文
学

研
究
４
」
２
０
０
４
．
１
０

（
２
）
佐
藤
愛
弓
「
栄
海
作
貞
和
二
年
題
未
詳
講
式
に
つ
い
て
」
「
勧
修

寺
論
輯
と
２
０
０
４
．
３

（
３
）
梅
津
次
郎
「
鐸
教
歌
仙
切
に
就
い
て
－
弘
法
大
師
像
に
寄
せ
て
」

（
４
）
森
暢
「
歌
合
絵
の
研
究
』
角
川
書
店
１
９
７
０
．
３

グー、〆￣、グー、

５４３
、＿〆、－〆、－＝

教
文
化
の
形
成
と
受
容
の
諸
相
』
２
０
０
７

（
６
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
１
０
６
』

（
７
）
大
屋
徳
城
『
聖
徳
太
子
講
式
集
』
法
隆
寺
１
９
２
１

石
田
茂
作
「
聖
徳
太
子
全
集
且
臨
川
書
店
１
９
４
３
．
７
所
収

「
上
官
太
子
講
式
』
（
三
段
）
顕
真
（
１
１
９
２
～
１
２
６
３
）

『
聖
徳
太
子
講
式
」
（
三
段
）
「
｜
品
尭
仁
親
王
真
筆
」
、
勝
林
院

写
本
・
室
町
期

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
三
段
）
叡
尊
（
１
２
０
１
～
１
２
９
０
）

建
長
六
年
（
１
２
５
４
）
成
立

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
五
段
）
写
本
・
明
徳
二
年
（
１
３
９
１
）

法
隆
寺

『
聖
徳
太
子
讃
嘆
式
」
（
五
段
）
写
本
・
室
町
期
法
隆
寺
・
大

覚
寺 「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
に
お
け
る
仏
法
観
と
和
歌
観
」

※
伝
貞
慶
作
の
『
聖
徳
太
子
講
式
」
と
ほ
ぼ
同
文

一
中
世
仏

五
四



図
版
出
典

図
１
．
２
束
京
国
立
博
物
館
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ

三
ゼ
ミ
員
ｗ
菌
Ｈ
ｇ
弓
①
の
・
日
且
□
へ
貰
目
宮
の
⑩
へ

図
３
．
４
大
阪
市
立
美
術
館
「
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』
１
９
９

６
．
１

Ｅ
）
林
幹
彌
「
太
子
信
仰
』
評
論
社
１
９
８
１
．
９

（
⑬
）
津
田
徹
英
「
日
本
の
美
術
４
４
２
中
世
の
童
子
形
」
志
文
堂

２
０
０
３
．
３

Ｂ
）
「
大
日
本
仏
教
全
書
１
１
２
』

（
ｕ
）
佐
藤
愛
弓
「
慈
尊
院
栄
海
に
お
け
る
宗
教
と
文
学
」
「
中
世
文
学

記
念
国
史
論
集
』
１
９
７
２
．
１
２

（
９
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
１
１
８
』

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
五
段
）
成
立
年
不
明

『
聖
徳
太
子
講
式
』
（
五
段
）
安
貞
二
年
（
１
２
２
８
）
成
立

「
聖
徳
太
子
講
式
」
（
六
段
）
存
覚
（
１
２
９
０
～
１
３
７
２
）

『
聖
徳
太
子
講
略
式
」
ご
段
）
広
隆
寺

『
聖
徳
太
子
生
身
供
式
』
保
安
二
年
（
１
１
２
１
）
成
立

（
８
）
大
久
保
好
『
聖
徳
皇
太
子
御
伝
』
四
天
王
寺
１
８
９
５
年

多
賀
宋
隼
「
四
天
王
寺
の
皇
太
子
五
段
歎
徳
」
『
金
沢
文
庫
研
究
１

８
７
』
１
９
７
１
．
１
１

川
岸
宏
教
「
聖
霊
院
太
子
講
式
に
つ
い
て
」
『
赤
松
俊
秀
教
授
退
官

皿
」
２
０
０
６
．
６

栄
海
の
聖
徳
太
子
観
に
つ
い
て

追
記
本
稿
は
第
五
十
二
回
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
に
お
け
る
口

頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
末
筆

な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図
５
信
仰
の
造
形
的
表
現
研
究
委
員
会
「
真
宗
重
宝
聚
英
八
』
１
９

８
８
．
６

図
６
東
京
都
美
術
館
他
「
聖
徳
太
子
展
」
図
録
２
０
０
１
．
１
０

（
ほ
ん
だ
・
じ
ゅ
ん
こ
本
学
博
士
前
期
課
程
）

五
五

１
１




